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極域と中緯度域のMSTIDは
どのような関係にあるのか

Saskatoon HFレーダーで観測された
ドップラー速度とエコーパワー
[Sofko and Huang, 2000]

GPS受信機網GEONETで観測され
たTotal Electron Content



冬期昼間に見られるMSTID



SuperDARNで観測されたTIDの出現頻度の季節依存性
[Bristow et al., 1996]
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Activity of MSTID 
Monthly Value, 2000- 2002



F領域FAI



3-m scale FAIとMSTID



F領域FAI内のドップラー速度と構造の伝搬速度



F領域FAIの太陽活動度依存性



中緯度短波レーダーに期待すること

• 中緯度域で見られるMSTIDの生成領域および生
成機構の解明

• 極域で見られるMSTIDとの関係の解明
→ 高緯度域と中緯度域の結合

• 中緯度域F-領域FAIの解明
→ レンジ分解能5kmが望ましい
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